
　

長
い
間
、
宇
宙
活
動
は
特
殊
で
あ
り
、
通
信
・
放

送
と
い
う
例
外
を
除
い
て
、
政
府
が
顧
客
と
し
て
サ

ー
ビ
ス
を
購
入
し
な
け
れ
ば
産
業
を
維
持
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
２
０

１
０
年
代
後
半
以
降
、
宇
宙
産
業
は
つ
い
に
真
の
離

陸
を
実
現
し
た
。
本
稿
は
、
現
在
の
米
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
の
宇
宙
政
策
を
概
観
し
た
後
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
後
を
念
頭
に
、
拡
大
し
た
宇
宙
の
汎

用
利
用
の
国
際
法
上
の
課
題
を
指
摘
す
る
。

世
界
の
状
況�

─�

創
意
工
夫
に
富
む
民
間
企
業
の
席
巻

　

初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ（
１
９
５
７
年
）か
ら
の

60
年
間
で
、
約
８
０
０
０
機
の
衛
星
が
打
ち
上
げ
ら

れ
た
と
さ
れ
る
が
、
２
０
２
０
年
は
約
１
２
０
０
機
、

２
０
２
１
年
は
約
１
５
０
０
機
が
新
た
に
打
ち
上
げ

ら
れ
た
。そ
の
う
ち
の
１
０
０
０
機
近
く
は
、ス
ペ
ー

ス
・
エ
ク
ス
プ
ロ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

（
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
）社
や
ワ
ン
ウ
ェ
ブ（
Ｏ
ｎ
ｅ
Ｗ
ｅ
ｂ
）

社
の
メ
ガ
・
コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
よ
る
。
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
社
の
フ
ァ
ル
コ
ン
９
ロ
ケ

ッ
ト
の
打
ち
上
げ
回
数
は
、
２
０
１
０
年
６
月
の
初

打
ち
上
げ
か
ら
２
０
２
２
年
８
月
半
ば
ま
で
で
す
で

に
１
６
９
回
を
数
え
る
が
、
同
社
だ
け
で
は
な
い
。

　

例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
自
前
の
射
場
を

建
設
し
、
自
社
製
ロ
ケ
ッ
ト
で
衛
星
打
ち
上
げ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
米
国
の
新
興
企
業
が
あ
る
。
こ
の

ロ
ケ
ッ
ト
・
ラ
ブ（Rocket Lab

）社
は
、
失
敗
し

た
打
ち
上
げ
も
含
め
、
２
０
１
９
～
21
年
に
毎
年
６

回
ず
つ
打
ち
上
げ
を
行
っ
た
。
そ
の
間
、
日
本
は
、

２
回
、
４
回
、
３
回
で
、
イ
ン
ド
は
６
回
、
２
回
、

２
回
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
打
ち
上
げ
回
数
は
、
ロ

ケ
ッ
ト
の
能
力
と
直
接
に
は
関
係
し
な
い
が
、
そ
れ

で
も
、
同
社
の
発
想
、
機
動
力
、
打
ち
上
げ
需
要
確

保
の
勢
い
は
、
民
間
宇
宙
活
動
が
花
開
く
新
時
代
の

到
来
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。

米
中
ロ
の
宇
宙
政
策

　

米
国
、中
国
、ロ
シ
ア
の
公
表
さ
れ
た
宇
宙
政
策
や

官
民
協
力
・
官
民
融
合
の
姿
か
ら
は
、
強
い
宇
宙
産

業
が
宇
宙
強
国
の
礎
で
あ
り
、
国
家
安
全
保
障
強
化

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
見
て
と
れ
る
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

青あおき
木
節せつこ
子

米
中
ロ
の
宇
宙
政
策
と
国
際
法
上
の
課
題

─�
ポ
ス
ト「
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
」を
考
え
る
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特集 宇宙産業の発展に向けて

　

米
国
の
宇
宙
政
策
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
で

最
小
限
に
と
ど
め
る
。
前
政
権
の
宇
宙
政
策
を
ほ
ぼ

継
承
す
る
形
で
、
バ
イ
デ
ン
政
権
も
、
米
国
の
宇
宙

産
業
強
化
の
た
め
の
許
認
可
規
制
の
緩
和
、
よ
り
柔

軟
な
民
間
宇
宙
サ
ー
ビ
ス
調
達
、
地
球
・
月
経
済
圏

構
築
を
制
す
る
目
的
で
の
大
胆
な
企
業
活
動
支
援
策

等
を
行
う
。

　

中
国
で
は
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会（
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ｃ
）

が
２
０
１
４
年
以
降
、
航
空
宇
宙
企
業
育
成
に
向
け

た
優
遇
措
置
を
集
中
的
に
取
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

２
０
１
９
年
に
は
初
め
て
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
企
業
、
星

際
栄
耀（
ｉ
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
）社
が
衛
星
打
ち
上
げ
を
成

功
さ
せ
た
。
ま
た
、
国
際
電
気
通
信
連
合（
Ｉ
Ｔ
Ｕ
）

で
の
周
波
数
申
請
状
況
か
ら
、
２
０
２
０
年
に
中
国

企
業
が
約
1
万
３
０
０
０
機
の
メ
ガ
・
コ
ン
ス
テ
レ

ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
中
国
で
２
番
目
に
民
間
ロ
ケ
ッ
ト

に
よ
る
衛
星
打
ち
上
げ
を
成
功
さ
せ
た
星
河
動
力

（Galactic Energy

）社
は
小
惑
星
の
希
少
資
源
開

発
も
目
指
し
て
い
る
。

　

中
国
が
２
０
２
２
年
１
月
28
日
に
公
表
し
た
５
回

目
の
宇
宙
白
書
も
、
宇
宙
産
業
の
強
化
が
国
家
戦
略

全
体
の
中
で
も
つ
重
要
性
を
強
調
す
る
。
先
進
宇
宙

技
術
開
発
を
加
速
さ
せ
、
新
た
な
宇
宙
応
用
産
業
を

創
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
宇
宙
活
動
の
全
分
野
で
世

界
を
先
導
す
る
宇
宙
大
国
と
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
信
念
、
創
造
と
技
術
革
新
が
宇
宙
の
一
帯

一
路
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
決
意
が
随
所
に
見
て
と

れ
る
。
宇
宙
白
書
は
宇
宙
の
軍
事
利
用
に
つ
い
て
記

述
す
る
文
書
で
は
な
い
が
、
総
合
的
な
国
家
安
全
保

障
向
上
の
た
め
に
「
民
間
」
の
宇
宙
産
業
力
に
よ
る

良
循
環
を
作
り
出
す
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
点
が
、

個
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
か
ら
見
て
と
れ
る
。

　

ロ
シ
ア
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
長
期
的
な
宇
宙
開

発
基
本
方
針（
２
０
１
３
年
）で
は
、
２
０
２
０
年
ま

で
は
セ
ン
サ
ー
そ
の
他
の
部
品
は
海
外
調
達
に
頼
り

つ
つ
も
宇
宙
機
器
輸
出
の
拡
大
を
図
り
、
そ
の
後
、

最
終
的
に
は
世
界
最
大
の
宇
宙
機
器
輸
出
国
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た
。
従
来
、
打
ち
上
げ
サ
ー
ビ

ス
で
は
世
界
市
場
で
競
争
力
を
維
持
し
て
い
た
が
、

加
え
て
、
各
種
の
先
端
衛
星
輸
出
も
拡
大
し
よ
う
と

努
め
て
い
た
。
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
り
、

ロ
シ
ア
の
ロ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
打
ち
上
げ
機
会
を
失
い
、

活
動
が
遅
延
す
る
企
業
や
国
は
少
な
く
な
い
。

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が�

あ
ぶ
り
だ
し
た
国
際
法
上
の
課
題

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
侵
攻
し
て
以
来
、
米
欧
は
民
間
衛
星
に
よ
る
衛
星

通
信
、
衛
星
画
像
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
提
供
し
て
い

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
副
首
相
兼
デ
ジ
タ
ル
改
革
大
臣

の
援
助
要
請
に
応
え
、
Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の

イ
ー
ロ
ン
・
マ
ス
ク
氏
が
迅
速
に
同
社
の
ス
タ
ー
リ

ン
ク
通
信
衛
星
受
信
端
末
と
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
こ
と
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
の
両
者
の
や
り
と
り

で
世
界
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
初
期
に

提
供
さ
れ
た
５
０
０
０
の
受
信
端
末
の
う
ち
、
米
国

国
際
開
発
庁
が
１
３
３
０
端
末
を
Ｓｐ
ａ
ｃ
ｅ
Ｘ
社
か

ら
購
入
し
て
提
供
し
て
い
た
こ
と
、
当
該
端
末
の
性

能
が
軍
事
用
途
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど

は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
米
欧
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
に
渡
し
て
い
る
衛
星
画
像
も
、
民
間
企
業
の
合
成

開
口
レ
ー
ダ
ー（
Ｓ
Ａ
Ｒ
）画
像
が
中
心
で
あ
る
。

　

米
国
は
従
来
、
侵
略
者
が
明
確
な
場
合
は
、
限
定

中
立
義
務
を
負
う
の
み
で
、
古
典
的
な
中
立
義
務
を

免
除
さ
れ
る
た
め
、
被
侵
略
側
へ
の
援
助
は
合
法
と

い
う
立
場
を
取
る
。
こ
れ
は
国
際
法
上
確
立
し
た
考

え
で
は
な
い
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
お
け
る
侵
略
者
は
明
ら
か
で
あ
り
、
本
稿
で
は

米
欧
の
中
立
義
務
違
反
の
問
題
は
論
じ
な
い
。
そ
う

で
あ
っ
て
も
軍
事
目
的
に
使
用
さ
れ
た
商
用
衛
星
が
、

軍
事
目
標
と
し
て
正
当
な
攻
撃
対
象
と
な
る
こ
と
は

確
立
し
た
国
際
法
規
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
戦
力
不
足

か
ら
行
動
に
移
し
て
は
い
な
い
が
、
汎
用
の
商
用
衛

星
を
攻
撃
す
る
権
利
を
有
し
て
い
る
。

　

日
本
も
今
後
汎
用
利
用
衛
星
が
増
加
す
る
。
ま
た
、

軍
隊
の
セ
ン
サ
ー
を
日
本
の
民
用
衛
星
に
備
え
る
ホ

ス
テ
ッ
ド
・
ペ
イ
ロ
ー
ド（
相
乗
り
）が
も
た
ら
す
問

題
も
あ
る
。
日
本
の
衛
星
を
守
る
た
め
に
も
、
衛
星

へ
の
攻
撃
を
禁
止
・
制
限
す
る
国
際
ル
ー
ル
づ
く
り

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
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